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非決定的な問題状況の構造化とソフトシステム方法論
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3. シ ステ マ テ ィッ ク ・シス テ ムと シ ステ ミ ック ・シ ス テ ム
システ ム論とは、その背後にシステム概念とい う知識を担保しており、それを前提にした問題解
決のためのシステム論的方法である。ここで、 システム論的方法とい うときに のシステ ムには、シ
ステマティック(systematic ）とシステミック（systemic ）な2 つ のシステムが存在しているごとに
注意する必要がある。




テマティック・システム論が、還元主義的機械論科学の典型であ ることを示している10)。 わ れわれ
が、生きているシステ ムとしての人間が集合して営む経営や社会 システムなどの複雑システムを研
究対象とす るとき、 ハードシステ ム思考には、さまざまな問題 が立ちはだかる。





術語の意味として、“全 体としてのシステ ムの、 または、全体としてのシステムにかんする(oforconcerningasystemasawhole





びそ れの構造から生じるのではあるが、個々の活動と構造には還 元できない。 また、創発という特
性の背後には、 ②にい う階層構造という層を形成しているとする見方が隠されている。生物学的な
生きているシステムの階層構造には、原子・分子・細胞 ・器官・有機体というような層が存在し、
そ れぞれに創発特性を見ることができる。 システム概念 には、上述の ように、創発性と階層性があ
るが、それが生 きている、あるいは、生存していることを示す2 つ の概念であ る③ コミュニケ ー
ションと④ コントロ ールのプロセスが備われば、変 化する環境のなかでも生存することが可能であ
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とを、暗黙理に仮定していることである。望 ましい状態としての目標が、同定できるという仮定が
成立するためには、対象とするシステ ムの構造が十分にわっかたものである必要がある。 したがっ
て、これらの手法では、目標と成果の尺度 が定義しやすいシステ ムだけしか扱えない という限界が
あ り、そこでは、本来的に対象としなけ ればならないシステ ムが捨象されている可能性がある。こ
の方法論は、そ うした 目標をいかに最善の形で実現するかとい う工学的な手法に重点を置いている。
このようなパラダイムは、 目標の効率的 な達成を 目指すことから目標追求システ ム（goaトseekingsystem
）''）とも呼ばれてい る。
このシステ ムのもとでぱ、解こうとす る問題が明確なものに限定され、システ ムのなかで与件と
して扱われた目標を数学的に最適化する解を導出しようとする。ここで暗黙理 に仮定しているのは、
現実世界はモデル化か可能であり、ある尺度で測定した現状と目標との差を小 さくさせるシステマ
ティックで、合理的な方法で問題を 解決できるとい うことである。 このように、 ハードシステム方
法論は、システマティックな方法を実体に持ち、対象とする問題の状況が限定 される意味で明確で
あることから、ハードシステムと形容されている。ハードシステ ム手法の仮定 のなかでは、問題に
するシステ ムは、つ ねに外部から観測され、その観測者や関係者の主観的 な認識 ・知覚な どを反映
したものではない。その意味で、生 きているシステムである人間やそれらの集 合の営みである経営
や社会システ ムの持つ複雑性を扱うには、この手法は十分でない。 このような ハードシステ ム方法
論に対する反省から、チ ャーチマソの社会システ ム設計（socialsystemdesign) 、エ ーコフの社会シ
ステム科学（socialsystemscience:S' ）などの思想的流れを受け継いで16）、ソフト システム方法論
が生み出されることになった。





















ステム論者ローゼンヘッドは、OR の支配的なパラダイムが表1 で示した6 つの特質を持っている
ことを示唆している。また、彼は、OR が持つ正統的とされてきたパラダイムに対する弁証法的対












































































































まず、段 階1 と2 では、ある状況が問題状況として知覚され、その状況に関 係する人たちが、こ
の問題状況をどのように認識 ・解釈しているのかを豊かに描写す る、 リッチ ・ピ クチ ャー(RichPicture
）'）̂を構成する。これは、関係者の数だけ描かれる。これらの段階では、ハードシステム方法
論のように問題を捉えるのではなく、問題がありそ うな状況 を意味す る問題 的状 況 （problematicsituation
）について、できるだけ詳細かつ正確に、しかも問題状況に固有の言葉で記述することが
求められる。チェックランドに よれば、ごの状況は、比較的変化の遅い概念構成要素とみなす構造
と、比較的変化 の早い概念構成要素 とみなすプロセスとの間の関係として捉え ることを推奨してい




テーマに関連するシステ ムを想定し、そ れに システ ム名を付け、それが何であるかについて簡潔に
定義を与える。これが、ここでの問題状況における人間活動システムである。 この基本定義の完全
な形式は、通常、つぎのように表される。
あるシステムの所有者（owner ）が ○であるとする。そのシステ ムは、環境制約(environmentalconstraints)E
を所与とし、変換プロセス（transformationprocess ）T を 使って入力を出力 へ変換す
る。この変換プロセスは、行為者（actors) に よって実行され、それに影響されて犠牲者（または受










「世界観（Weltanschauung ）」: 文脈において7 を意味あるものにする世界観O
「所有者(owner ）」：フを止めることができるであろ う人びと
£「環境制約（environmentalconstraints ）］: このシステムの外部にある所与の要 素（与件）
図2CATWOE の構成



























7. お わ りに
本論で検討してきたチェックラソヅ によるソフトシステ ム論の本質は、それの中心をなす7 段階
モデルから解を 求めるのではなく、与えられた非決定的な問題状況を構造化することで、それを改





おけ る価値観などの摺り合わせ、 アコモデーショソに到達す るまでの学 習プロセスなどの相互作用
が、大きな意味を持つ。7
段階モデルは、ソフトシステム方法論を実践的に適用するための一つの標準モデルに なってい






態を超えて自己組織化 する進化的現象を生成することがあ る。組織 システムにおける矛盾・コソフ
リクトの取扱いは、経営進化を含めて問題状況を構造化するりえで、 これからの研究成果を待たな
け ればならない。そ の意味で、 ソフトシステ ム方法論は、問題状況のコンフリ クトを克服して当事
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